
 

《お問い合わせ》 富津市議会事務局

☎ 0439-80-1331

～ 主催 富津市議会 ～

富津市議会では、今後進められる市の公共施設の配置見直しについて、主に学校施設

を中心に、そのあり方・考え方のヒントを得るため下記のとおり講演会を開催します。

財政支出の増大や公共施設の老朽化に苦しむ自治体にとって施設の再編は急務になってきて

いますが、中でも小学校や中学校などの教育施設の占める割合が特に大きく、この老朽化対

策や再編をどう進めていくかが大きな課題となっています。特に多くの学校は、昭和3０年

代から50年代の高度成長期の児童・生徒数増加に合わせて建てられたものが多く、今後そ

の維持・更新に多額の費用が必要になってきます。 一方で教育施設は、ニーズやサービス

によって見直される文化施設やコミュニティ施設と異なり、一定の地域・地区ごとに設置さ

れ、児童・生徒数に関わらず教育環境としての質の保証が求められます。また、地域の核に

なり地域コミュニティ形成の上でも重要な役割を担っています。近年、教育施設と他の地域

施設（デイケア施設・社会教育施設・社会体育施設など）の複合化・併設化も増えてきてい

ます。このような背景のもと、これからの公共施設の再編のあり方について、特に教育施設

や地域公共施設などのケーススタディを中心に紹介をさせていただきます。

尚、今回の講演会は市民の皆さんにも公開をいたします。

入場は無料です。当日会場に直接お越しください。

千葉大学 大学院工学研究科 柳澤 要 教授

講師プロフィール

柳澤 要（やなぎさわ かなめ） 千葉大学大学院工学研究科・教授/工学博士/一級建築士

横浜国立大学工学部建築学科卒業・東京大学工学系研究科建築学専攻博士課程修了

２０１２年～ 千葉大学大学院工学研究科教授 日本建築学会会員

建築計画委員会公共施設マネジメント小委員会をはじめ建築計画委員会教育施設小委員会など

を歴任し、学校施設整備に関して国の内外で幅広い調査研究をおこなっている。

      


